











─  飯坂温泉における絵はがきの展覧会の実践から ─
加　藤　幸　治



























































































































































































































































































































 2 飯坂温泉の絵はがきの全体像については、蒲倉綾子　「東北の「別天地」・飯坂温泉 ─ 飯坂絵はがきプ
ロジェクト ─」（ほろよいブックス編集部　『東京府のマボロシ ─ 失われた文化、味わい、価値感の再
発見 ─』社会評論社　二〇一四年所収）を参照。
 3 Peter Vergo　1989　The New Museology.　London, Reaktion Books
 4 Sharon Macdonald, Gordon Fyfe　1996　Theorizing Museums.　Oxford, Blackwell
 5 加藤幸治　「市民の中の民俗博物館」　岩本通弥 , 菅豊 , 中村淳『民俗学の可能性を拓く』　青弓社　
二〇一二年、一四一～一八四頁
 6 加藤幸治　「復興のキュレーション ─ 被災資料を陳列して行う聞書きの試みから」　「展示学」五二号　
日本展示学会学会　二〇一五年二月発行予定（印刷中）





 9 田中正明　『柳田国男の絵葉書 ─ 家族にあてた二七〇通 ─』　晶文社　二〇〇五年
10 前掲註 8　貴志　二〇一〇年
11 ジェニファー・ワイゼンフェルド『関東大震災の想像力』　青土社　二〇一四年、原著は Gennifer 
Weisenfeld “Imaging Disaster : Tokyo and the Visual Culture of Japan's Great Earthquake of 1923” 
University of California Press 2012
12 関戸明子『近代ツーリズムと温泉』　ナカニシヤ出版　二〇〇七年
13 細馬宏通『絵はがきの時代』　青土社　二〇〇六年
14 例えば、井口悦男・生田　誠　『東京今昔歩く地図帖 ─ 彩色絵はがき、古写真、古地図でくらべる ─』　
学研、原島広至　『彩色絵はがき・古地図から眺める　東京今昔散歩』、広島、大阪、神戸、
15 石戸信也　『むかしの六甲・有馬 ─ 絵葉書で巡る天井のリゾート ─』、奥沢康正　『眼病に効く温




17 企画展『飯坂温泉 ─ 絵葉と地図でさぐる戦前のすがた ─』　共催 : 東北学院大学博物館・飯坂絵はがき
プロジェクト、仙台展は平成二三年七月二六日（土）～九月二五日（木）、会場 : 東北学院大学博物館、
飯坂展は平成二三年一一月八日（土）～九日（日）、会場 : 旧堀切邸　十間蔵（福島市飯坂町内）
18 長澤廣吉　『飯坂温泉四季之友』　東潤社　一八八九年、竹内久助　『岩代飯坂温泉 ─ 十綱の栞 ─』　私
家版　一九〇二、飯塚直太郎　『飯坂湯野温泉遊覧案内』　飯坂湯野温泉案内所　一九二七年、飯坂町史
跡保存会編　『飯坂の文化財』　同会  一九七七年等を参照
